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社会課題

豊かさの追求が影響の大きな事象の発生の可能性を生む

発生してからの対応では、社会に大きな影響が発生

未来の指標としてのリスク分析が必要

個別の課題が複雑化

個別課題のリスク分析の高度化が要求される状況に

各課題の最適化の集合が、成立できない状況

個別課題を解決すれば良いという状況には無い社会
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獲得したい豊かさと受け入れる
好ましくない影響のバランスが重要

好ましくない影響の受入れ 獲得したい豊かさ

リスクソース

好ましくない影響群 好ましい影響群
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リスク共生学に基づく変化に柔軟に対応できるしなやか
かつ納得感のある社会の実現

VISION

社会課題の解決

・エネルギー問題
・環境課題
・人工知能
・サイバーセキュリティ

YNU

海外

国内

ステップ

目標とする
社会像の構築
と共有

社会の多様な
リスクの
体系化

個々のリスク
評価

多様なリスク
の総合評価

許容する
リスクの選択と

低減対象リスクの選定

リスク対応
成果の確認

リスク対応の
実施

社会動向・技術動向等の把握

文理融合の新たな学問体系の創出
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2016 2017 2018 2020 2021 2023 20242015 2019 2022

第1回
2015年11月30日

「リスク共生社会の視点から
 原子力政策を考える」

第2回
2015年12月17日

「YNU-UNIDO連携による
 持続可能な工業開発」

第3回
2015年12月24日

「気候変動・地球温暖化
 への取り組みと
 エネルギーのありかた
-国際交渉と原子力発電の

  位置づけを考える-」

2015

第4回
2016年8月4日

「リスク共生社会のかたち
-弱みを強みに変える地域経営-」

第5回
2016年12月5日

「リスク手法の有効性と
課題を考える」

第6回
2016年12月15日

「モニタリングとHALTによる
 安心・安全な社会の構築へ
 向けて」

2016

第7回
2018年1月30日

「IAS Dissemination
Conference 2018」

第8回
2018年3月26日

「リスク共生社会像
の共創」

2018

第10回
2019年6月5日

「機能限界加速試験による
高品質設計技術コンソーシアム」

第9回
2019年1月24日

「リスク共生社会の
構築に向けたリスク対応の
高度化に関する提案」

2019

第11回
2021年3月3日

「リスク共生社会を
実現するオープン
社会創造拠点」

(オンライン開催)

2021

第12回
2022年5月13日

「リスク共生社会に
おける新しいリスク
コミュニケーションの
枠組み」
(オンライン開催)

2022

第13回
2023年3月2日

「労働安全衛生リスク
と障がい者雇用」
(ハイブリッド開催)

その他

2023年3月27日

「Pecht教授の
オンライン特別講演会」
（オンライン開催)

2023年5月10日

「プラントDXに関する
公開シンポジウム」
（ハイブリッド開催)

2023

先端科学技術の社会総合リスク
アセスメントガイドライン

（2019年2月公開）

大学の危機管理ガイドライン
（2019年2月公開）

2019

リスクマネジメントガイドライン
（2020年11月公開）

2020年豊かさに関するアンケート
（2020年10月公開）

2020

環境社会リスク対応ガイドライン
（2022年8月公開）

自律型高度保安導入ガイドライン
（2022年8月公開）

2022

-コラムシリーズタイトル-

（1）  リスク共生の視点から新型コロナ対応を考える
(2) 安全安心における一考察
(3) リスク共生社会における新しいリスクコミュニケーションの枠組

＠センターWEB

https://www.anshin.ynu.ac.jp

（1） （2） （3）
そ
の
他

コラム配信

ガイドライン

主な活動（社会実装／広報）

4月 IASリスク共生社会創造センター（部局化）10月 リスク共生社会創造センター設置 4月 IMSリスク共生社会創造センター

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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「未来を拓く工学」

未来を社会実装する工学

工学でできることから目指す社会を実現するために工学がす
べきことへの転換

社会との共創を前提とする工学のあるべき姿

未来の不確かさ（リスク）を理解する

変化し続ける社会をコンテクストとした工学におけるリスク
の捉え方
リスクを理解するための工学における学問分野の学際化と深
化


	スライド 0
	スライド 1: Tadahiro SHIBUTANI, PhD
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

